
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手方端末との間で画像データおよび音声データを送受信するデータ送受信手段を有し
た携帯テレビ電話端末であって、
　前記相手方端末から伝送された画像データを復号することによって得られる画像を少な
くとも表示するディスプレイと、該ディスプレイに表示する画像を制御する制御部とを備
え、
　前記相手方端末からは、複数枚分の画像データが、一枚分ずつ順次伝送される構成とさ
れて、
　前記制御部では、表示すべき画像の画像データを全て受信したことを確認した後に、該
画像データを復号して得られる画像を前記ディスプレイに表示させるとともに、次に表示
する画像の画像データを全て受信したことを確認するまでは、そのときに前記ディスプレ
イに表示されている画像を表示させ続け、
　前記次に表示する画像の画像データ

ない場合は、
当該画像の画像データを捨て、更に次の画像の画像データの復号を開始させることを特徴
とする携帯テレビ電話端末。
【請求項２】
　前記画像の画像データを全て受信したことを確認する手段として、前記画像データのフ
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に誤りがあった場合には、該画像データを訂正手段
により訂正し、
　予め定めた所定時間内に前記次に表示すべき画像の画像データが全て揃わ



レーム末尾に収められている末尾信号を検出することを特徴とする請求項１記載の携帯テ
レビ電話端末。
【請求項３】
　前記相手方端末から順次伝送される複数枚分の画像が、前記相手方端末側に備えられた
撮像手段により、定められた間隔毎に撮像された画像であることを特徴とする請求項１

に記載の携帯テレビ電話端末。
【請求項４】
　前記相手方端末から画像データと文字データとが伝送された場合には、ＡＲＱ方式によ
りデータ訂正がなされることを特徴とする請求項１から のいずれかに記載の携帯テレビ
電話端末。
【請求項５】
　前記相手方端末から伝送される音声データを、ＦＥＣ方式で訂正する構成となっている
ことを特徴とする請求項１から のいずれかに記載の携帯テレビ電話端末。
【請求項６】
　一枚目の画像が前記ディスプレイに表示された後に、順次伝送される他の画像の画像デ
ータが、直前の画像の画像データに対する差分データであることを特徴とする請求項１か
ら のいずれかに記載の携帯テレビ電話端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスプレイとカメラとを備え、画像データおよび音声データを送受信するこ
とによりテレビ電話通信を行うことのできる携帯テレビ電話端末に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、カメラとディスプレイとを備えて、音声データと、カメラで撮像した画像データと
を相手方端末に送信するとともに、相手方端末から送られてきた音声データおよび画像デ
ータを受信して、音声をスピーカから出力するとともに画像をディスプレイに表示するこ
とにより、いわゆるテレビ電話通信を行うことのできるテレビ電話端末がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような端末を携帯型とする場合には、以下のような問題が生じる。
従来より、音声データのみを送受信するいわゆる携帯電話あるいはＰＨＳ電話等において
も、基地局の混雑（トラフィック）、使用者の移動に伴う基地局の切替時に生じるハンド
オーバー、基地局との間での電波状況が良好でない場合に生じる弱電界等、種々の原因に
より相手方端末との間におけるデータ伝送に支障が生じる場合があった。
【０００４】
このような場合、従来の音声データのみを送受信する携帯電話端末であれば音声が途切れ
るのみであったが、上記したような携帯テレビ電話端末においてテレビ電話通信を行う場
合には、上記したような原因により画像データの伝送が上手く行えなかったときに、ディ
スプレイに表示される画像が不完全なものとなってしまったりするという問題がある。
【０００５】
これに対して、画像データの伝送にエラーが生じた場合に、データを訂正することのでき
るデータ伝送方法として、ＦＥＣ方式やＡＲＱ方式等（詳しくは後述する）と称されるも
のがあった。
しかしながら、このような方式でデータの訂正を行うとしても、携帯テレビ電話端末にお
いては、定められた時間毎に画像が順次送信されてくるため、画像の切替時までに、次に
表示すべき画像のデータ訂正が行えなければ、次の画像をディスプレイに表示することが
できなくなってしまい、使用者にとっては、ディスプレイに表示される画像が不自然に感
じられるという問題がある。
【０００６】
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又
は請求項２

３
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本発明は、以上のような点を考慮してなされたもので、画像データの伝送が良好に行えな
い場合でも、ディスプレイに画像を表示して違和感なく使用することのできる携帯テレビ
電話端末を提供することを課題としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に係る発明は、相手方端末との間で画像データおよび音声データを送受信する
データ送受信手段を有した携帯テレビ電話端末であって、前記相手方端末から伝送された
画像データを復号することによって得られる画像を少なくとも表示するディスプレイと、
該ディスプレイに表示する画像を制御する制御部とを備え、前記相手方端末からは、複数
枚分の画像データが、一枚分ずつ順次伝送される構成とされて、前記制御部では、表示す
べき画像の画像データを全て受信したことを確認した後に、該画像データを復号して得ら
れる画像を前記ディスプレイに表示させるとともに、次に表示する画像の画像データを全
て受信したことを確認するまでは、そのときに前記ディスプレイに表示されている画像を
表示させ続け、前記次に表示する画像の画像データ

ない場合は、当該画像の画像データを捨て、更に次の画像の画像データの復
号を開始させることを特徴とする。
【０００８】
　このように、すべての画像データが揃ってから画像をディスプレイに表示するようにし
たので、ディスプレイには完全な画像を表示することができる。

【０００９】
請求項２に係る発明は、前記画像の画像データを全て受信したことを確認する手段として
、前記画像データのフレーム末尾に収められている末尾信号を検出することを特徴として
いる。
【００１４】
　請求項 に係る発明は、前記相手方端末から順次伝送される複数枚分の画像が、前記相
手方端末側に備えられた撮像手段により、定められた間隔毎に撮像された画像であること
を特徴としている。
【００１５】
相手方端末で所定間隔毎に撮像された画像が順次伝送されてくるので、ディスプレイには
静止画が所定時間毎に順次表示される。
【００１８】
　請求項 に係る発明は、前記相手方端末から画像データと文字データとが伝送されたと
きには、ＡＲＱ方式によりデータ訂正がなされることを特徴としている。
【００１９】
画像データと文字データとが伝送されたとき、つまり画像付きメール等の場合に、ＡＲＱ
方式で必要に応じて画像データを訂正することにより、データの欠けがなく、確実に画像
と文字列とを表示することができる。
【００２０】
　請求項 に係る発明は、前記相手方端末から伝送される音声データを、ＦＥＣ方式で訂
正する構成となっていることを特徴としている。
【００２１】
音声データを送受信する場合のフレームの単位は例えば３０ｍｓ程度なので、これにより
音声データの伝送を高速で行い、音声の途切れ等を防止することができる。
【００２２】
　請求項 に係る発明は、一枚目の画像が前記ディスプレイに表示された後に、順次伝送
される他の画像の画像データが、直前の画像の画像データに対する差分データであること
を特徴としている。
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に誤りがあった場合には、該画像デー
タを訂正手段により訂正し、予め定めた所定時間内に前記次に表示すべき画像の画像デー
タが全て揃わ

したがって、ディスプレ
イに表示される画像が途切れることはない。
　また、長い間画面が切り替わらなくなることを防ぐことができる。
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【００２３】
このように、いわゆるフレーム差分方式においても上記構成を適用することが可能である
。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る携帯テレビ電話端末の実施の形態の一例を、図１ないし図７を参照し
て説明する。
図１ないし図３に示すものは、例えばＰＨＳ回線を介して、通常の音声情報による電話通
信だけでなく、画像情報をやりとりすることによって、いわゆるテレビ電話通信を行うこ
とのできる携帯テレビ電話端末１０である。ここで、図１は、前記携帯テレビ電話端末１
０の外観を説明する正図面であり、図２及び図３は、前記携帯テレビ電話端末１０の外観
を説明するそれぞれ側面図である。
【００２５】
図１から図３に示すように、携帯テレビ電話端末１０には、その筐体１０ａの前面に、液
晶板からなるディスプレイ１１が設けられている。このディスプレイ１１には、電話番号
、電界ピクトなど携帯電話端末における通信機能情報及び画像情報の両方あるいはいずれ
か一方が表示されるようになっている。
【００２６】
筐体１０ａには、その正面側の上部に、カメラ１２が設けられており、このカメラ１２に
よって画像が撮影されるようになっている。また、ディスプレイ１１の下方側には操作用
の複数のキー１３が設けられており、これらキー１３を押下することにより、各種の操作
を行うことができるようになっている。また、操作用のキー１３は、筐体１０ａの一側部
にも設けられている。
【００２７】
筐体１０ａには、その上部のカメラ１２の側部に受話スピーカ１５が設けられ、下方にマ
イク１６が設けられており、マイク１６によって音声入力が行われ、受話スピーカ１５か
ら相手方の音声、着信音、アラーム等が発せられるようになっている。また、筐体１０ａ
の上端には、伸縮可能なアンテナ１７が設けられており、内蔵された図示しないデータ送
受信手段が、アンテナ１７を介して画像データ及び音声データの通信を行うようになって
いる。
さらに、筐体１０ａの他側部には、コンセント等のＡＣ電源にアダプタを介して接続され
る外部電源接続部１８及びイヤホン等が接続される外部音声出力部１９が設けられている
。
【００２８】
また、筐体１０ａには、その裏面側に、バッテリーが収納された収納部に着脱される電池
蓋１４が設けられており、この電池蓋１４には、所定角度の範囲内にて回動可能に連結さ
れたスタンド１４ａが設けられている。そして、このスタンド１４ａを回動させて角度を
広げることにより、筐体１０ａが設置面に対して傾斜した状態に支持されるようになって
いる。
【００２９】
図４に示すものは、上記携帯テレビ電話端末１０の制御部Ａの回路構成を示すブロック図
である。
この図４において、画像コーデック（ＣＯＤＥＣ）２０はカメラ１２から入力された画像
データを、例えば離散コサイン変換（ＤＣＴ）やウェーブレット変換のような変換手法を
用いて圧縮し、ハフマン符号化や算術符号化のように符号化手段を用いて画像符号の形に
符号化する。また、この画像コーデック２０に送られてきた画像符号を復号し、これをデ
ィスプレイ１１に表示させる。本実施の形態においては、画像データは例えばＪＰＥＧフ
ォーマットとする。
【００３０】
また、音声コーデック２１，２２には、画像通信用のものと音声通信用のものとが備えら
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れているが、その機能は同様であり、マイク１６から入力された音声信号を音声符号化手
法を使って所定の音声データの形に符号化し、また、送られてきた音声データを所定の復
号手法によって音声信号に復号し、これを受話スピーカ１５に渡して再生するようになっ
ている。
【００３１】
多重化／分離手段２３は、受信データから画像データと音声データとを分離し、これを画
像コーデック２０、音声コーデック２１に受け渡すとともに、画像コーデック２０および
音声コーデック２１側から受け取った画像データおよび音声データを多重化してこれを時
分割多重回路２４（いわゆるＴＤＭＡ）に伝送するものである。
【００３２】
画像通信用誤り訂正手段２５、音声通信用誤り訂正手段２６は、ＦＥＣ（ Forward Error 
Correction）方式、ＡＲＱ（ Automatic Repeat Request）方式等、所定のデータ訂正手段
によって、受信した画像データあるいは音声データを訂正するものである。
【００３３】
図５（ａ）に示すように、ＦＥＣ方式は、データの伝送時に予め訂正コードを添付して送
り、送信されてきたデータに誤りがある場合には、訂正コードを利用してデータを訂正す
るものである。このように、ＦＥＣ方式は訂正コードが予め含まれているため、画像デー
タの訂正が早いという利点がある。
【００３４】
図５（ｂ）に示すように、ＡＲＱ方式とはデータに誤りがあったことを相手方に通知し、
データの送り直しを要求する方式である。ＡＲＱ方式においては、データに誤りがある限
りデータ再送要求を出すため、データの誤りがなく正確にデータ伝送を行うことができる
という利点を有する。
【００３５】
時分割多重回路２４は、受信したデータを当該携帯テレビ電話端末１０に対する所定のデ
ータ信号に変換するとともに、送信するべきデータ信号を所定の伝送フォーマットに変換
するものである。
【００３６】
ＣＰＵ２７は、携帯テレビ電話端末１０の各部を制御するとともに、ディスプレイ１１に
例えば電話番号や日時を表示させる働きを有する。また、メモリー部２８は様々なデータ
を記憶するものである。さらに、無線部２９及びアンテナ１７は、実際に画像データおよ
び音声データを含んだデータフレームを送受信するものである。
【００３７】
また、図中符号Ｓで示すものは、受信データが、画像データおよび音声データを備えたも
のか、または音声データのみであるかにより、回路の切替を行う切替部である。
【００３８】
このような構成の携帯テレビ電話端末１０において、音声データのみの送受信、つまり通
常の電話通信を行う場合には、受信した音声データを音声コーデック２２で復号化し、受
話スピーカ１５から出力するとともに、マイク１６で入力された使用者の音声データを音
声コーデック２２で符号化し、これを送信することにより、音声での電話通信が行えるよ
うになっている。
【００３９】
このとき、送られてきた音声データが、例えばトラフィック、ハンドオーバー、弱電界等
の原因により、誤りがあった場合には、音声通信用誤り訂正手段２６において、ＦＥＣ方
式でデータの訂正が行われる。このとき、一般に音声データは例えば３０ｍｓ等の長さを
有したフレームで伝送されているが、ＦＥＣ方式でデータの訂正を速く行うことにより、
音声の途切れを最小限にすることができるようになっている。
【００４０】
また、この携帯テレビ電話端末１０において、画像データおよび音声データとを送受信し
て、いわゆるテレビ通信を行う場合には、多重化／分離手段２３において画像データと音
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声データとが分離され、画像コーデック２０で画像データが復号されて、送られてきた画
像がディスプレイ１１に表示される。また、カメラ１２で撮像した使用者側の画像は、画
像コーデック２０で画像データ化され、これが多重化／分離手段２３を介して相手方端末
に送信されるようになっている。
【００４１】
また、受信した音声データは、音声コーデック２１が前記音声通信用の音声コーデック２
２と同様の機能を果たし、マイク１６から入力された音声データを符号化して相手方端末
に送信するとともに、受信した音声データを復号化して受話スピーカ１５から音声を出力
するようになっている。
【００４２】
このとき、当該携帯テレビ電話端末１０においては、基本的には、画像データを例えば一
秒間に２コマ程度表示するようになっている。これは、相手方端末のカメラ（撮像手段）
で例えば０．５秒間隔毎に撮像を行い、撮像した画像の画像データを当該携帯テレビ電話
端末１０に伝送する。
すると、当該携帯テレビ電話端末１０においては、例えば１枚目の画像データを受け取り
、これをディスプレイ１１で表示を行った後、０．５秒後に次の画像に切り替わるように
なっている。
【００４３】
ところで、携帯テレビ電話端末１０においては、上記したように基本的には０．５秒間隔
で順次送られてくる画像データに、トラフィック、ハンドオーバー、弱電界等の原因によ
り誤りがある場合には、画像通信用誤り訂正手段２５において、ＡＲＱ方式（略語）やＦ
ＥＣ方式等によりデータを訂正し、ディスプレイ１１に表示するようになっている。
【００４４】
さらに、携帯テレビ電話端末１０では、次に表示すべき画像の画像データが全て揃ったこ
とを確認するまでは、その画像をディスプレイ１１に表示せず、前の画像（その時点で表
示されている画像）を表示し続けるようになっている。
【００４５】
図６に示すように、送られてくる画像データのフレームＦは、先頭から順に、イメージの
先頭マーカーとなるＳＯＩ（ Start of Image）信号、必要に応じて挿入されるテーブル等
、画像データ、イメージの終了マーカーとなるＥＯＩ（ End of Image；）信号（末尾信号
）が配列されることで構成されている。
【００４６】
全ての画像データが揃ったことを確認するには、前記フレームＦ中、例えばＥＯＩ信号を
受け取ったことにより行う。このＥＯＩ信号は、図７に示すように、フレーム中に収めら
れた画像データを順次復号化し、すべての画像データの復号化が完了した時点で得られる
ものである。
【００４７】
さらに、予め定めた所定の時間内に、次に表示すべき画像の画像データが全て揃わない場
合、あるいはＡＲＱ方式を用いているときにデータの再送要求が予め設定された所定回数
に達した場合には、その画像の画像データを破棄し、さらに次の画像の画像データの復号
処理を行うようにする。つまりこの場合、ディスプレイ１１に表示される画像は、画像デ
ータの伝送が終了しなかった画像についてはスキップし、その次の画像が表示されること
になる。
これにより、長い間、画面が切り替わらなくなることを防ぐことができる。
【００４８】
なお、次の画像が表示されるまでの間ディスプレイ１１には同じ画像が表示され続けるこ
とになるが、このとき、表示されている画像を所定時間毎に一旦消し、再び表示するよう
にしてもよい。これにより、使用者にとっては、ディスプレイ１１に表示される画像が所
定時間毎に切替られているかのように思えるという効果もある。
【００４９】
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画像通信用誤り訂正手段２５においては、ＦＥＣ方式、ＡＲＱ方式のいずれかを様々な要
求条件に応じて適宜設定すればよい。例えば画像データと文字データとをやりとりする、
いわゆる画像付きメール通信を行う場合には、メール文を正確に表示する必要があるため
、ＡＲＱ方式が適している。
【００５０】
以上のように、携帯テレビ電話端末１０においては、表示すべき画像の画像データが全て
揃った時点で画像をディスプレイ１１に表示させるようにし、それまでは前の画像を表示
させ続けるようにしたので、ディスプレイ１１に画像が完全に表示されなかったり、画像
が消えてしまう等といった状態にはならず、使用者にとっては違和感のない使用感を得る
ことができる。
【００５１】
なお、上記実施の形態において、表示すべき画像の画像データが全て揃ったことを確認す
る手段として、データのフレームＦ中のＥＯＩ信号を検出する構成としたが、他の手段を
採用するようにしても良い。
【００５２】
また、伝送する画像データについては上記実施の形態ではＪＰＥＧフォーマットを用いる
構成としたが、これ以外の画像フォーマットであってもよい。
さらに、送信するためのデータのフレームＦ等についても上記実施の形態で示したものに
限るものではなく、他のフォーマットのものであってもよい。
【００５３】
加えて、データの訂正を行うための手段としてＦＥＣ方式とＡＲＱ方式を例に挙げたが、
ケースバイケースでいずれかを選択すれば良く、また他に有効な方式があればそれを採用
することが可能である。
また、通信容量が大きい場合には、片チャンネルにおいて音声データをＦＥＣ方式を利用
しながら伝送し、ファイルや文字データ、画像データ等の伝送を、ＡＲＱ方式を利用して
残りの片チャンネルで行うような構成とすることも可能である。
【００５４】
また、上記実施の形態において、携帯テレビ電話端末１０で使用する電話回線としてＰＨ
Ｓ回線を用いる例を挙げたが、これのみに限定する意図はなく、ＰＨＳ回線以外の、その
地域に設定されている他の種々の規格による携帯電話回線等を用いるようにしても良い。
【００５５】
また、上記実施の形態では、相手方端末において所定時間毎に撮像された画像、つまり静
止画を順次送る構成としたが、これに限るものではなく、前の画像との差分データのみを
伝送していくフレーム差分方式においても、上記と同様の構成を適用することが可能であ
る。
【００５６】
さらに、対象となる携帯テレビ電話端末１０はディスプレイ１１とカメラ１２とを備えて
いるのであれば、例えばカメラ１２が着脱自在なアダプター等であってもよい。
その他、ディスプレイ１１等、携帯テレビ電話端末１０の各部の構造や位置、構成等につ
いては如何なるものであってもよい。
【００５７】
これ以外にも、本発明の主旨を逸脱しない範囲内であれば、いかなる構成を採用しても良
く、また上記したような構成を適宜選択的に組み合わせたものとしても良いのは言うまで
もない。
【００５８】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１に係る携帯テレビ電話端末によれば、表示すべき画像の
全ての画像データが揃ってから、ディスプレイに画像を表示するようにした
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ので、ディス
プレイに表示される画像は途切れることがなく、これによっても使用者にとって違和感が
生じないという効果が得られる。また、長い間画面が切り替わらなくなることを防ぐこと



【００５９】
　

【００６２】
　請求項 に係る携帯テレビ電話端末によれば、画像データが揃わない場合に、ＡＲＱ方
式またはＦＥＣ方式により画像データを訂正させて表示させることができる。
【００６３】
　請求項 に係る携帯テレビ電話端末によれば、画像データと文字データとが伝送された
とき、つまり画像付きメール等の場合に、ＡＲＱ方式で必要に応じて画像データを訂正す
ることにより、データの欠けがなく、確実に画像およびメール文を表示することができる
。
【００６４】
　請求項５に係る携帯テレビ電話端末によれば、相手方端末から伝送される音声データが
ＦＥＣ方式で伝送される構成となっている。音声データを送受信する場合のフレームの単
位は例えば３０ｍｓ程度なので、これにより、音声データの伝送を高速で行うことができ
、音声の途切れ等を防ぐことができる。
【００６５】
　請求項 に係る携帯テレビ電話端末によれば、いわゆるフレーム差分方式においても上
記構成を適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る携帯テレビ電話端末の一例を示す図であって、同端末の外観を示
す正面図である。
【図２】　図１の右側面図である。
【図３】　図１の左側面図である。
【図４】　前記端末における制御部の回路構成を示すブロックである。
【図５】　データ訂正手段における訂正方法を示す図であって、（ａ）はＦＥＣ方式、（
ｂ）はＡＲＱ方式である。
【図６】　画像データのフレーム配列を示す図である。
【図７】　画像データを復号したときに末尾信号が発信される位置を示す図である。
【符号の説明】
１０　携帯テレビ電話端末
１１　ディスプレイ
Ａ　制御部
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ができる。

請求項２に係る携帯テレビ電話端末によれば、画像データを全て揃ったことを確認する
手段として、画像データのフレーム末尾に収められている末尾信号を検出するようにした
。これにより、ディスプレイには完全な画像を表示することができ、ディスプレイに画像
が完全に表示されなかったり、画像が消えてしまう等といった状態にはならず、使用者に
とっては違和感のない使用感を得ることができる。

３

４

６
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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